
昭和２０年代

平成以降

昭和５０・６０年代

昭和３０・４０年代

戦後の緊急援護と基盤整備（いわゆる「救貧」）

安定成長への移行と社会保障制度の見直し

国民皆保険・皆年金と社会保障制度の発展（いわゆる「防貧」）

少子高齢社会に対応した社会保障制度の構造改革

・戦後の混乱 ・栄養改善、伝染病予防と生活援護

・高度経済成長 ・生活水準の向上

・高度経済成長の終焉 ・行財政改革

・少子化問題 ・バブル経済崩壊と長期低迷

＜時代背景＞

＜時代背景＞

＜時代背景＞

＜時代背景＞

社会保障制度の変遷


